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1 はじめに
東日本大震災における情報伝達手段として，ツイッ

ターをはじめとするマイクロブログは大きな役割を果た
した．被災地で発生した問題や要望などは，今後の災害
への対策に有用であると考えられている [1]．そこで本
研究では，震災当時のツイッターから，被災したユーザ
を抽出し，そのツイートの収集に取り組む．情報伝達手
段や安全上の制約があったにも関わらず，震災直後に被
災地から情報を発信していたユーザは少なくない．震災
による被災は，火災や津波など様々であるが，本研究で
は津波による被災者を抽出の対象とする．すなわち，震
災当時に東北 3県の沿岸部に滞在していたユーザを抽出
することが本研究の目的である．以下では，抽出対象と
なるユーザを「津波被災者」と呼ぶ．
ツイッターには，緯度経度情報をツイートに付与する

機能が存在するが，この機能の利用者は少数であるた
め，本研究では取り扱わない．ツイート本文をもとにし
て発信場所推定手法についても研究が進められている
が [2, 3]，いずれの推定精度も限定的であり，東北 3県
の沿岸部という狭い範囲の推定において，有効であると
は考えにくい．そこで本研究では，ツイート本文に含ま
れる住所情報，画像データを手がかりとすることで，津
波被災者を効率よく見つけられることを示す．

2 津波被災者の抽出
本研究で抽出の対象とするツイートデータは，東日

本大震災ビッグデータワークショップ1においてTwitter
Japanから提供された，2011年 3月 11日の午前 9時か
ら 3月 18日の午前 9時までの全ツイート（179,286,297
件）である．
津波で特に大きな被害を受けたのは岩手・宮城・福島

の 3 県である．人口の比率を考えると，日本全体のツ
イッターユーザに対して，この 3県のユーザが占める割
合は小さい．さらに，この 3県では停電やネットワーク
障害が長期間にわたって発生しており，津波被災者から
の情報発信が滞っていた可能性もある．このような理由
から，ツイートデータの中から単語の頻度や共起頻度を
測定し，統計的に顕著な部分に着目したとしても，津波
被災者のツイートを発見するのは難しいと想像される．
津波被災者のツイートを発見することの難しさを示す

一例として，ツイートデータ全体に対して，「津波」を
本文に含むツイートを検索し2，検索された 1,545,910ツ
イートの中でリツイート数の多いツイート 100件をまと
めたものを表 1に示す．このツイート群の中では，注意

1http://sites.google.com/site/prj311/
2全文検索エンジンには Apache Solr (http://lucene.apache.

org/solr/) を用い，全ツイートの本文を，文字 bi-gramで索引付け
した．

喚起のツイート，情報提供のツイートが 7割以上を占め
ており，津波に関する注意や情報を積極的に拡散してい
ることが分かる．しかしながら，津波の被害を自分の体
験として報告しているツイートは，この 100件の中には
見つからなかった．この結果から，津波被災者のツイー
トは，よくリツイートされるとは限らないことが分かる．
そこで，ツイート本文に含まれる住所情報，画像データ
を利用した抽出を試みる．

表 1: RT数 top100のツイートの分類結果
ツイートタイプ ツイート数
注意喚起 39
情報提供 32
賞賛 11
意見 7
救援要請 5
非難 4
ジョーク 2
合計 100

2.1 住所情報に基づく抽出
ツイッターユーザが津波被災者であるかは，そのユー

ザが被災地域に滞在していたかによって判断することが
できる．ユーザのプロフィール情報を閲覧すると，その
ユーザがどの地域に住んでいるかを判断することがで
きるが，本ワークショップにはプロフィール情報は含ま
れていない．そこで，ユーザのツイート内容を基にプロ
ファイリングを行い，ユーザの滞在地を推定することが
考えられる．
東北 3県の沿岸部についてよく言及しているユーザは，

その地域に居住あるいは滞在している可能性が高いとい
う仮説に基づき，以下の手順によって津波被災者の抽出
を行った．

1. 宮城県の主要な沿岸部（南三陸町など）を，町名の
粒度で人手で 15箇所を選択する．

2. 各ユーザのツイート集合に対して，15箇所の地名の
本文中での出現頻度を計る．

3. 15箇所の地名のうち，20回以上言及していた地名が
あるユーザは，その地域に滞在していたと判断する．
20回以上言及していた地名が複数ある場合は，より
多く言及していた地域に滞在していたと判断する．

4. 抽出されたユーザのツイート本文を読み，沿岸部に
滞在していたかを人手で判断する．

3までで，723人のユーザを抽出することができた．そ
れらのユーザに対して，4で人手で判断したところ，15
人が滞在していたと判断できた．本手法は，4でかかる
コストが問題となる．723人から 15人を抽出するのに
約 12時間かかっており，多大な労力を要する．そこで，
次節ではツイートに含まれる画像データに着目した抽出
手法について述べる．
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図 1: 「津波」を本文に含む，画像付きツイート

図 2: 横須賀で撮影された写真付きツイート

図 3: 仙台港で撮影された写真付きツイート

2.2 画像データに基づく抽出
津波被災者のツイートを効率よく選び出す方法として，

我々はツイート本文中に含まれる画像データへのリンク
に着目した．震災当時のツイッター上では，被災状況や
安否不明者のリストなどが，画像データとして拡散して
いた．そこで，津波の状況が添付されているツイートに
着目することで，津波被災者の選別が出来るのではない
かと考えた．
東日本大震災ビッグデータワークショップのツイート

データの中で，「津波」を本文に含み，かつ画像付きのツ
イートは 19,696件であった．その一部を図 1に示す．な
お，ツイートに画像が添付されているかどうかは，本文
に含まれるURLが代表的な画像投稿サービス（Twitpic
や yfrogなど）のものであるかによって判別した．図 1
を見ると，テレビでの報道の一部を撮影して投稿された
ツイートが目立つが，津波の被害状況を撮影した写真も
少なからず存在する．これらの画像は，以下のように大
別できる．
被災地の写真 津波の到達前・到達時・到達後の様子，津
波による被害などを撮影したもの

テレビの報道 テレビの報道番組の画面を撮影したもの
無関係の画像 被災地の応援を目的としたイラストや，津
波とは無関係の写真など
このうち，テレビの報道は画面の映り込みや回転，Ｌ

字型画面，テロップなどを手がかりに，容易に判別可能
である．無関係の画像は，津波以外の被害状況の写真や
イラストなどが該当する．これらも人間には容易に判別

図 4: 人手で抽出した結果

可能である．このように，ツイートに添付されている画
像を人間が目視確認することで，津波被災者が津波の状
況を撮影した写真かどうか，迅速に判定できる．
ただし，今回の東日本大震災では広範囲の沿岸部に津

波が襲来したため，津波被害を撮影した写真かどうかを
判別するだけでは，東北 3県のツイートに限定すること
はできない．例えば，図 2のツイートは，「横須賀」で津
波を撮影したものである．一方で，図 3のツイートは，
「仙台港」であることが明記されている．そこで，ツイー
トに添付されている画像に加えて，本文に含まれる地名
を手がかりとし，人手で 19,696件のツイートをチェック
した．約 3時間の作業時間で，全てのツイートに対する
チェックを行うことができ，津波被災者が津波の被害状
況を撮影したと思われる 28件のツイート（28ユーザ）
を抽出できた．その一部を図 4に示した．
本手法は，画像データを投稿したユーザのみに限定し

た抽出しか行えないが，迅速に判断できるというメリッ
トがある．住所情報に基づく手法で抽出された 15ユー
ザと，画像データに基づく手法で抽出された 28ユーザ
に重複はなかったことから，その他の情報に着目するこ
とによって，新たな津波被災者を抽出できる可能性が示
唆される．

3 おわりに
本稿では，東日本大震災当時のツイートデータに対し

て，本文中の住所情報や画像データを利用することで，
津波被災者を抽出するための技術的支援手法について述
べた．これらの支援技術により，合計で 43名の津波被
災者を抽出することができた．今後は，抽出されたユー
ザのツイートを用いて，新たな津波被災者をマイニング
していくことが考えられる．
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